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子どもたちの生活を「自立」の視点で見直す

校長 木 末 携 志

新型コロナウィルス（=COVID-19）感染拡大第5波による

緊急事態宣言が解除されておよそ1ヶ月が経ちました。おかげ

さまで、学校生活も少しずつ本来の姿を取り戻しつつあります。

しかし、感染症がなくなったわけではありません。今後も引き

続き、マスク・手洗いなどの基本対策を充分にとりながら、段

階的に教育活動の再開を進めていきたいと思いますのでご理解

ください。周辺町村の学校では、中止となっていた行事の再開

について、まだ慎重に状況を注視しながら慎重な対応をとっている学校がほとんどのようです。本校としても、

子どもたちの安心・安全を守ることを第一に考え、保護者や地域の皆さまへ十分に周知や説明をしながら、今

後の学校行事や教育活動の実施を慎重に判断していく所存です。よろしくお願いします。

さて、子どもたちもあと１０年～１５年もすれば、自立した大人になって社会に出て行くことが求められま

す。その時社会のルールに従ったり、周りの人の気持ちを考え、周りに合わせることも求められるときがあり

ます。そうしながら、自分の主張をしっかりとしていくことが社会人ということなのだと思います。学校はそ

の準備期間で、そのための学びがやはり必要です。学級の集団で何かをしたり、あるいはグループで何かを決

めたりすることはその大事な練習です。

今から数年前のことですが、私が中学校の学級担任をしていた学級で、合唱コンクールの選曲について話し

合ったときに一部のグループが合唱曲を一方的に決めようとしたことで、学級の話し合いが中断したことがあ

りました。肝心の合唱練習もできず、何度も指導や話し合いを重ねさせたのですが、その途中で指揮者と伴奏

者も大げんかし、とても合唱練習どころではない状態でした。あげくの果てに１週間前の中間審査では大惨敗

でした。私もこのときばかりは「今回は本当にだめかも知れない。」と弱気になっていた矢先に、子どもたち

から「もう一度みんなで話し合いをさせてください。」という声が出てきて、学級会を開くと、「みんなそれ

ぞれに好みや考え方はちがうかも知れないけど中学校最後の合唱コンクールで頑張りたいという気持ちはみん

な同じだよね」という提案にみんなが納得し、コンクール本番では見違えるようなすばらしい合唱をして大逆

転の最優秀賞をとったのでした。子どもたちの真剣な気持ちや「自立」の力によって困難を乗り越えたとき、

子どもたちは大きく成長すると改めて感じさせられました。

本校でも、さまざまな教育活動や行事で子どもたちを自立の視点で見つめ、見守り、時にはきびしい指導や

ほめる指導などを駆使しながら教育活動を展開しています。今年度もさまざまな場面で子どもたちの成長や頑

張りを目にすることができています。ご家庭で子どもたちを支えてくださっている賜であると思います。今後

も子どもたちの頑張る様子や課題をご家庭や地域の皆さまと共有し、子どもの自立心を育て、成長したことへ

の喜びを分かち合っていければと考えております。ぜひご家庭や地域での子どもたちの生活の様子や姿につい

ても学校にお寄せ頂ければ幸いです。



 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
１２月 １日（水）全校朝会・安全点検日 

１２月 ３日（金）参観日 

１２月 ９日（木）町長・教育委員学校訪問 

１２月１３日（月）クラブ 

１２月１４日（火）職員会議 

１２月１７日（金）冬の交通安全教室 

１２月２０日（月）児童会・清掃週間 

１２月２２日（水）二校交流学習推進協議会 

１２月２４日（金）２学期終業式 

１２月２５日（土）～１月１７日（月） 

         冬季休業 

１２月２９日（水）～１月 ３日（月） 

         年末年始の休日 

教育実習生が来ました 
北海道教育委員会は、へき地・小規模校

での教育実習を通して、大学生に教員の仕

事にやりがいを見つけてほしいという思

いから「草の根教育実習」という事業を行

っています。この事業に申し込んだ３名の

教育大学札幌校の学生が志比内小学校で、

１０月に１名・１１月に２名、２泊３日で

教育実習を行いました。 

学生は、先生方の授業を見学したり、休

み時間に子どもたちと体育館で遊んだり

して充実した実習生活を送っていました。 

また、子どもたち一人一人に手紙を書い

てくれたり、通信で子どもたちのよさを伝

えたりと自分たちのやり方で子どもたち

のためにできることをしてくれました。 

現在、教員のなり手が少なくなっている

ので、このような機会を利用し子どもたち

と触れ合うことで、将来教員という仕事に

ついてくれたらと思っています。 

歯みがき週間について 
歯の大切さや自分の歯の健康に関心を

もたせることを目的に、給食を食べ終えた

後、毎日歯みがきに取り組んでいます。 

『歯磨き週間』では、虫歯にならないよ

うに、改めて正しい歯の磨き方を確認し、

歯みがきソングに合わせて約３分間しっ

かりと磨きました。 

歯は「食事をすること」はもちろん「発

音をよくする」「瞬発力を出すために奥歯

をかみしめる」など大切な役割があるの

で、しっかりと磨き大事にしてもらいたい

と思います。 

読書月間 
今月は、「いろいろな本に興味をもち読

書の楽しさを知ってもらう。」ことを目的

に、朝学習の時間や給食時間に読書に取り

組んでいます。 

今年度は、様々なジャンルの本にチャレ

ンジするように『読書ビンゴ』に取り組ん

でいます。ビンゴが達成するとお楽しみプ

レゼントが当たるので楽しみながら読書

をしています。 


